
平成26年度 三条市決算 状況

◇資金不足比率（単位：％）

＊資金不足額がない場合は「－」で表示

特 別 会 計 の
名 称 三 条 市

早期に自主的な
経営の健全化が
必要となる基準

農業集落排水
事業特別会計 － 20.0

公 共 下 水 道
事業特別会計 － 20.0

水道事業会計 － 20.0

◇平成26年度一般会計の決算状況
　一般会計の決算収支は、歳入総額517億497万4千円、歳出総額501億9,691万2千円
となり、歳入歳出差引額は、15億806万2千円となりました。

◇市民一人当たりの決算額と主な事業

◇各会計の決算状況
会　計　名 収　入　済　額 支　出　済　額 差　　　額

一 般 会 計 517億497万4千円
96億4,542万円

8億7,485万2千円
85億8,682万8千円
6億6,577万8千円
2,245万6千円

30億2,792万8千円

501億9,691万2千円
99億7,931万8千円
8億7,236万1千円
82億5,308万6千円
6億6,573万8千円
1,101万4千円

30億2,326万4千円

15億806万2千円
△ 3億3,389万8千円

249万1千円
3億3,374万2千円

4万円
1,144万2千円
466万4千円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
勤 労 者 福 祉 共 済 事 業
公 共 下 水 道 事 業

計合 745億2,823万6千円 730億169万3千円 15億2,654万3千円

その他
29億4,436万2千円（5.7％）

地方交付税
95億1,275万3千円
（18.4％）

県支出金
27億4,273万5千円
（5.3％）

地方消費税交付金
12億6,073万1千円
（2.4％）

使用料および手数料
5億2,265万3千円（1.0％）繰越金

10億5,981万6千円（2.1％）

分担金および負担金
7億9,055万8千円（1.5％）

歳入
517億497万
4千円

（100.0％）

市税
133億6,006万9千円

（25.8％）

市債
81億5,222万2千円
（15.8％）

国庫支出金
62億3,080万6千円
（12.1％）

諸収入
51億2,826万9千円
（9.9％）

衛生費
28億5,256万3千円
（5.7％）

その他
5億2,221万9千円（1.1％）

 総務費
47億7,401万4千円
 （9.5％）

消防費
22億5,401万8千円
（4.5％）

農林水産業費
12億5,372万5千円（2.5％）
災害復旧費
5億6,693万8千円（1.1％）

民生費
129億2,026万5千円

（25.7％）
教育費　

45億3,020万3千円
（9.0％）

公債費
74億7,520万3千円
（14.9％）

土木費
68億5,986万2千円
（13.7％）

　商工費
61億8,790万2千円
（12.3％）

歳出
501億9,691万

2千円
（100.0％）

会計名等 26年度末現在高 市民一人当たり
負 担 額

市　
　
　
　
　
債

債
務
負
担
行
為

一 般 会 計 708億1,081万5千円

251億2,003万6千円

959億3,085万1千円

153億7,322万2千円

1,113億407万3千円

6億7,962万円

特 別 会 計

三 条 市 計 94万6,633円

15万1,701円

109万8,334円

6,706円

一部事務組合
（三条市負担分）

合 計

一 般 会 計

◇借入金などの状況

財務課 財政係　☎内線744

注：（　　　）は
　　構成比

注：（　　　）は
　　構成比

一般会計［歳入］

一般会計［歳出］

◇健全化判断比率（平成26年度決算）（単位：％）

＊実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は「－」で表示

指 　 標 三 条 市

実 質 赤 字
比 　 　 率 －－

－

14.4

131.3

12.09

17.09

25.0

350.0

20.00

30.00

35.0

連 結 実 質
赤 字 比 率
実質公債費
比 率
将 来 負 担
比 率

169月1日号17 9月1日号

Information 料金の記載がないものは無料です。申込方法の記載がないものは電話でお申し込みください。
問い合わせ先に内線番号のみ記載しているものは、市役所 ☎0256（34）5511にかけて、交換手にその内線番号を告げてください。 お知らせ

◇主な建設事業費（特別会計を含む）
●新保裏館線道路改築事業
………………………… 10億7,153万4千円
●道路改良事業
…………………………… 9億2,152万9千円
●緊急内水対策事業
…………………………… 8億5,511万9千円
●消防施設等整備事業
………………………………… 6億8,832万円
●小中学校施設整備事業
…………………………… 5億8,441万7千円
●ものづくり拠点施設整備事業
…………………………… 4億4,298万4千円
●下水道事業
…………………………… 9億5,637万4千円
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民　生　費
高齢者、障がい者、児童の福祉
推進などに
12万7,495円

・保育サービスの充実
・児童手当の給付
・障がい者自立支援給付

教　育　費
学校の管理運営や
整備などに
4万4,703円
・小中一貫教育の推進
・さんじょう一番星育成事業
・特別支援教育の充実

商　工　費
産業や
観光の振興などに
6万1,061円

・中小企業への制度融資
・ものづくり拠点施設の整備
・交流拠点施設の整備

土　木　費
道路、公園などの
整備推進などに
6万7,692円

・道路の改良、維持
・新保裏館線の整備
・市街地の浸水被害軽減対策

総　務　費
まちづくり推進、
自治振興などに
4万7,109円

・地域公共交通の運行
・全天候型広場の整備
・中心市街地の活性化

衛　生　費
市民の健康管理やごみ、
し尿の処理などに
2万8,149円

・家庭ごみなどの収集・処理
・予防接種の実施
・健康診査の実施

そ　の　他
農業の振興や消防、
議会運営などに
4万5,361円

・災害の対策・復旧
・消防施設の整備
・農業の担い手確保・育成

早期に自主的な
財政の健全化が
必要になる基準

国の管理・指導を受
けた財政の再生が
必要になる基準

公　債　費

7万3,764円

公共施設整備の
ために借りた
お金の返済に

　市債とは、主に建設事業を行うために、国や金融機関など
から借入れする資金のことです。
　これは公債費として長期間にわたって返済していきます。
　債務負担行為とは、数年度にわたる建設工事、土地の購入、
翌年度以降の経費支出など、将来の財政支出を約束すること
です。
　これは、定められた年度において必ず歳出予算に計上され
ます。


